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研究成果の概要（和文）：治療抵抗性統合失調症のクロザピン反応性不一致の患者群（一卵性双生児患者等、計
10名）のiPS細胞由来の分化神経細胞、及び当該患者の血球系細胞において、細胞接着分子、転写因子、及び概
日リズムに関わる分子をコードする遺伝子群の発現量とクロザピン応答性に相関があることを明らかにした。ま
た、興奮性シナプス伝達などのシナプス機能の相違がクロザピン応答性不一致に関与している可能性を明らかに
した。当該患者群の臨床データの解析結果とあわせ、本研究から、統合失調症の分子病態の解明のみならず病態
予測のバイオマーカーの開発につながる基礎データを得ることができた。

研究成果の概要（英文）：In iPS cell-derived differentiated neurons from patients with 
treatment-resistant schizophrenia and discordant responses to clozapine (10 patients in total, 
including monozygotic twins), the expression levels of genes encoding cell adhesion molecules, 
transcription factors and molecules regulating circadian rhythms are correlated with clozapine 
responsiveness in these patients. Importantly, we also found virtually the same results in the 
samples from blood cells of these patients. We also found that differences in synaptic functions, 
such as excitatory synaptic transmission, may be involved in the discordant responses to clozapine 
in these patients. Together with the results of the analysis of the clinical data of these patients,
 this study has provided basic data that will lead not only to the elucidation of the molecular 
pathogenesis of schizophrenia but also to the development of biomarkers for predicting disease 
progression and treatment response for schizophrenia.

研究分野： 精神医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
統合失調症患者からiPS細胞を樹立した報告は、現在までに数十報程度あり、患者由来神経細胞における分化・
発達の異常やシナプス機能の異常等が明らかになっている。しかし、遺伝学的データや臨床データを保持する統
合失調症患者について、本研究のようなiPS細胞のみならず血液サンプルも併せて用いる融合的な解析は、これ
までに報告例は極めて少ない。本研究で得られた成果は、不明な点が多く残されている精神疾患の分子病態の解
明に貢献するのみならず、治療反応性、病態予測等に役立つ客観的なバイオマーカーの開発のための基礎データ
を提供するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

精神疾患は医療費や非就業のコストが全疾患のなかでも大きな社会負担になっているが、既存

薬の治療貢献度は限定的なうえ、新規創薬が世界的に 25 年以上成功していない。また、従来の

方法では、患者に共通した疾患関連遺伝子を同定することができず、発症や病態の分子機序が

いまだ不明である。その原因として、これまでの分子レベルの研究は、死後脳や患者血液由来細

胞を用いたものが多く、活きた脳細胞を直接的に解析してこなかったことが考えられている。従って、

新規の創薬のために、新たな手法による分子レベルの疾患研究が求められている。統合失調症は、

遺伝的要因と環境的要因が複雑に絡み合う多因子疾患であることが知られている。また、発症は

一般には思春期であり、発症前の幼少期、発症オンセット、発症後、その後、場合によっては治療

抵抗性化、さらにはクロザピン抵抗性化というステップを経ることが示唆されている。従来の患者サ

ンプルを用いた分子遺伝学、死後脳研究、および動物モデルを使用した研究により、分子病態と

して、神経細胞の発達異常、シナプス機能の異常、および神経回路機能の異常等が指摘されて

いる。しかし、これまでの技術では、遺伝的要因と環境的要因との相関性解析、あるいはヒトと同じ

タイムコースで進行性の病態を再現することは困難であった。そこで、発症前の患者細胞を再現で

きるのみならず、発症オンセット、および発症後の患者細胞の異常を再現可能であることが期待さ

れる iPS 細胞関連技術を用いた解析を計画した。疾患特異的 iPS 細胞の利点を生かし、発症の機

序の解明のみならず、診断への応用を可能にするバイオマーカーの同定や創薬スクリーニングに

資する疾患モデルの構築を実施することが、統合失調症の解決につながると考え、本研究を立案

した。 

 
２．研究の目的 

本研究では、①全国 35 の研究施設や病院からなるコンソーシアムにて、これまでに収集した治

療履歴、認知機能検査データ、および脳画像データといった臨床情報やゲノム DNA、血中 RNA

などのバイオリソースを保持している患者サンプル（精神疾患 2,500 名程度）という本邦最大のリソ

ース、及び②最新の iPS 細胞関連技術により作製した、統合失調症の発症前から現在までという、

各ステップにおける分子病態の研究を可能にする患者神経細胞を用いて、分子病態のみならず、

治療応答性や副作用発現の分子基盤を明らかにする。明らかにした分子メカニズムをもとに、大規

模リソースを駆使して、実践的な病態予測や診断のバイオマーカーのみならず、治療応答性や副

作用発現を予測するバイオマーカーの開発のためのデータを蓄積する。また、分子メカニズムに

応じたテーラーメード医療の開発とともに人工知能を利用した病態予測法の開発のためのデータ

の蓄積もめざす。 

 
３．研究の方法 

統合失調症は、遺伝的・環境的要因が複雑に絡み合う多因子疾患であることが知られており、

患者の発症前・後の状態を一貫して解析することが重要である。本研究では、患者 iPS 細胞を神

経幹細胞、未成熟神経細胞、および成熟神経細胞に分化させ、それぞれの細胞における神経機

能の異常を明らかにすることによって、発症前の幼少期、発症オンセット、発症後、その後の治療

抵抗性化、さらにはクロザピン抵抗性化という各ステップの分子病態を明らかにすることを目的にし

ている。また、同定した分子メカニズムをもとに、患者の血中 DNA といったバイオリソースを駆使し

て、治療応答性のバイオマーカー候補を同定する。また、バイオインフォマティクス解析を駆使し、

患者の末梢血サンプルやゲノム DNA を活用した、病態進行や副作用発現の予測をするバイオマ



ーカー候補を同定する。具体的には以下の研究を実施する。 

（１） 患者由来 iPS 分化神経細胞および患者サンプルを用いた疾患の発症と進行の分子病態解析 

iPS 細胞を神経幹細胞および未成熟神経細胞に分化させ、RNA 発現解析等を実施し、バイオイ

ンフォマティクス解析により、患者由来の幼弱神経細胞の神経機能異常を明らかにする。また、成

熟神経細胞の機能も同様に調べる。解析には、一卵性双生児（2 名）、治療応答性不一致例（6

名）、多発家系由来患者（2 名）および同様の方法で樹立した健常者（６名）を用いる。明らかにした

分子基盤情報や神経機能を基にして、当該患者の（治療前後の）血中 RNA、脳 MRI 画像、あるい

は認知機能等の解析データを詳細に調べ、発症や病気の進行、あるいは悪化を予測するバイオ

マーカーの候補を同定する。 

（２） 患者由来 iPS 分化神経細胞および患者サンプルを用いたクロザピン抵抗性のメカニズム解析 

治療抵抗性統合失調症のクロザピン反応性不一致の一卵性双生児患者の神経細胞を用いた

網羅的解析から、細胞接着分子群、転写因子群、およびシナプス機能制御分子群がクロザピン反

応性不一致の分子基盤の候補として見出されている（Nakazawa, et al., Schizophr Res, 2017）。ク

ロザピンが効果的であった患者 3 名と効果が無かった患者 3 名の iPS 分化神経細胞を用いて、こ

れまでに同定した分子基盤の再現性を詳細に調べる。また、同定したクロザピン反応性不一致に

関わる分子基盤が、当該患者の治療前後の患者末梢血細胞や血中 RNA でも有効であるか調べ

るとともに、大規模サンプルを用いて、治療反応性のマーカーの開発および治療抵抗性統合失調

症への進行を予測するバイオマーカー候補を同定する。作製した iPS 分化神経細胞を用いた創

薬研究の基盤技術開発も実施する。また、クロザピンの副作用発現のメカニズム解析も併せて実

施する。 

 
４．研究成果 

（１） 治療抵抗性統合失調症のクロザピン反応性不一致の一卵性双生児患者例で同定してきた分子

病態の妥当性を別のクロザピン反応性不一致例の患者サンプルで評価した。具体的には、すでに

樹立済みのクロザピン応答性不一致例患者の iPS 細胞由来の分化神経細胞サンプルの発現解析

を実施したところ、細胞接着分子群をコードする遺伝子のみならず、ZNF578 をコードする遺伝子

などの転写因子群の一部や概日リズムに関わる分子をコードする遺伝子群についても一卵性双

生児患者でみられた分子病態の再現性が見られた（中澤、橋本ら、未発表データ）。 

（２） iPS 細胞由来分化神経細胞で同定された細胞接着分子群をコードする遺伝子群や ZNF578 等の

転写因子群をコードする遺伝子の発現量の違いが血球系細胞でも同様に観察される可能性を検

討することを目的として、治療抵抗性統合失調症のクロザピン反応性不一致の一卵性双生児患者

例やクロザピン応答性不一致例患者の iPS 神経細胞で共通して変化していた遺伝子群について、

当該患者の血液サンプルから全 RNA を調製し、RNA 発現解析を実施した。ZNF578 遺伝子など

の転写因子をコードする遺伝子群について、クロザピン応答性患者では応答しない患者に比べて

患者 iPS 神経細胞のみならず血液細胞でも発現量が高いことが明らかになった。また、概日リズム

に関わる分子群をコードする遺伝子群についても同様に iPS 神経細胞のみならず血液細胞にお

いて共通する発現変化が見られた。これらの結果から、細胞接着因子群、ZNF578 等の転写因子

群、概日リズムに関わる分子群をコードする遺伝子の血液サンプルにおける発現量が治療反応性

のマーカーとなる可能性が示唆された（橋本、中澤ら、未発表データ）。また、当該患者群の臨床

データの解析を実施した。 

（３） クロザピン応答性が異なる患者群に注目し、患者由来の iPS 細胞を分化させた成熟神経細胞を用

いて、シナプス機能の電気生理学的解析を実施した。その結果、クロザピンが効果的であった患



者由来の神経細胞に比べて、治療抵抗性患者由来の神経細胞では、自発性微少興奮性シナプ

ス後電流の振幅が大きいこと、およびその頻度が高いことを示唆する結果を得た。興奮性シナプス

伝達を担っている AMPA 型グルタミン酸受容体（AMPA 受容体）の発現量は、健常者のものに比

べて、患者神経細胞で高いことが明らかになった。また、AMPA 受容体のシナプス部位への輸送

を担っている AMPA 受容体会合分子群のうち、TARP-8 等の発現量も高いことが明らかになった。

また、当該患者群の臨床データの解析や、AMPA 受容体関連分子群をコードする遺伝子につい

て血液サンプル由来の RNA 発現解析を実施した。本年度の成果より、AMPA 受容体に関する新

たな統合失調症の分子病態が明らかになったほか、AMPA 受容体の動態に着目した治療反応性

のバイオマーカーの開発につながる基礎データを得ることができた（中澤、橋本ら、未発表データ）。 

統合失調症患者から iPS 細胞を樹立した報告は、現在までに数十報程度あり、患者由来神経細胞

における分化・発達の異常やシナプス機能の異常等が明らかになっている。しかし、遺伝学的デ

ータや臨床データを保持する統合失調症患者について、本研究のような iPS 細胞のみならず血液

サンプルも併せて用いる融合的な解析は、これまでに報告例は極めて少ない。本研究で得られた

成果は、不明な点が多く残されている精神疾患の分子病態の解明に貢献するのみならず、治療

反応性、病態予測等に役立つ客観的なバイオマーカーの開発のための基礎データを提供するも

のである。 
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藤野陽生、住吉チカ、安田由華、山森英長、藤本美智子、福永雅喜、三浦健一郎、竹林佑人、岡田直大、
磯村周一、河野直子、 豊巻敦人、久我弘典、磯部昌憲、大矢一登、岡久祐子、髙木学、橋本直樹、加藤正
樹、鬼塚俊明、上野雄文、大沼徹、笠井清登、尾崎紀夫、住吉太幹、井村修、橋本亮太、COCORO、

120(4)

10.3389/fphar.2018.01049.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Clozapine Pharmacogenetic Studies in Schizophrenia: Efficacy and Agranulocytosis.

Front Pharmacol 1049

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Numata S, Umehara H, Ohmori T, Hashimoto R. 9

 １．著者名



2020年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

SIRS(Schizophrenia International Research Society)（国際学会）

2020年度第5回日本精神薬学会Web講演会（招待講演）

第94回 日本薬理学会年会（招待講演）

NCNP令和2年度精神保健研究所研究報告会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Sumiyoshi C, Narita Z, Inagawa T, Yamada Y, Sueyoshi K, Hasegawa Y, Shirama A, Hashimoto R, Sumiyoshi T.

橋本亮太

中澤敬信

三浦健一郎、松本純弥、長谷川尚美、藤本美智子、山森英長、安田由華、橋本亮太、

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

ヒトiPS細胞技術を用いた精神疾患および発達障害モデルの開発

人工知能技術を活用した精神疾患の層別化―病態の理解と新たな診断体系の構築に向けて―

Facilitative Effects of Transcranial Direct Current Stimulation on Semantic Memory Examined by Text-mining Analysis in
Patients with Schizophrenia.

統合失調症薬物治療ガイドラインを精神科臨床で生かすために



2021年

2021年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

NCNP令和2年度精神保健研究所研究報告会

第5回国立研究開発法人イノベーション戦略会議

第17回日本うつ病学会総会

NCNP令和元年度精神保健研究所研究報告会

 ３．学会等名

橋本亮太、青木吉嗣

井手本啓太、石間環、新津富央、畑達記、小田靖典、木村敦史、亀野陽亮、蓬莱政、山森英長、戸田重誠、菱本明豊、橋本亮太、中込和
幸、伊豫雅臣、橋本謙二

橋本亮太、長谷川尚美、松本純弥、三浦健一郎

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

長谷川 尚美、松本 純弥、三浦 健一郎、橋本 亮太

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

EGUIDEプロジェクトメンバーズ、統合失調症とうつ病の治療に対するEGUIDEプロジェクトの効果

精神・神経・筋難病の克服を目指した研究開発

気分障害のバイオマーカーとしての血清中血小板由来増殖因子（PDGF-BB) に関する多施設共同研究

脳神経画像のメガアナリシスによる病態解明研究とEGUIDEプロジェクトによるガイドラインの普及教育効果の検証

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2021年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

NCNP令和元年度精神保健研究所研究報告会

第15回COCORO会議

長谷川尚美、松本純弥、三浦健一郎、橋本亮太、EGUIDEプロジェクトメンバーズ

橋本亮太

橋本亮太、EGUIDEプロジェクトメンバーズ

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
第30回臨床精神神経薬理学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

橋本亮太

 ３．学会等名

EGUIDEプロジェクトによる退院時処方への効果～クロザピンと医療の質(Quality Indicator)の関係に着目して～

多施設共同研究体制の構築

EGUIDEプロジェクトの概要

精神疾患の多施設共同研究～病態解明から治療法の社会実装まで～

Mist seminer in GIFU（招待講演）



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第138回日本薬理学会近畿部会

第138回日本薬理学会近畿部会

第116回日本精神神経学会学術総会

第116回日本精神神経学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

橋本亮太

大井一高、西澤大輔、嶋田貴充、片岡譲、長谷川準子、塩入俊樹、川﨑康弘、橋本亮太、池田和隆、

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 １．発表者名
近藤百香、栗生俊彦、馬場優志、北川航平、竹本智哉、永安一樹、山森英長、安田由華、藤本美智子、田熊一敞、小野富三人、橋本亮太、
橋本均、中澤敬信

臨床研究者の立場から

統合失調症患者、非罹患近親者、健常者間における各精神疾患のポリジェニックリスクスコア

3q29領域欠失変異を有する精神疾患患者のiPS神経細胞の機能解析

ヒト染色体3q29欠失モデルマウスを用いた精神疾患の分子病態研究

 １．発表者名
馬場優志、勢力薫,、近藤百香、北川航平、竹本智哉、笠井淳司、吾郷由希夫、 永安一樹、森大輔、尾崎紀夫、山本雅、田熊一敞、橋本亮
太、橋本均、中澤敬信

 ３．学会等名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

第116回日本精神神経学会学術総会

第116回日本精神神経学会学術総会

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

橋本亮太

松本純弥、福永雅喜、根本清貴、越山大輔、三浦健一郎、岡田直大、森田健太郎、山森英長、安田由華、藤本美智子、工藤紀子、笠井清
登、渡邉嘉之、橋本亮太

藤本美智子、三浦健一郎、森田健太郎、工藤紀子、畦地裕統、山森英長、安田由華、池田学、橋本亮太

橋本亮太、松本純弥、長谷川尚美、三浦健一郎

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

統合失調症薬物治療ガイドライン改訂版の概要

大脳白質の軸索の髄鞘化、大脳白質の成熟と、認知機能・社会機能の指標である労働時間との関連

統合失調症におけるバイオマーカーとしての眼球運動スコアの臨床的意義

治療の指針となる診断法の開発研究の真のゴールとその道のり

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（招待講演）

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会

橋本亮太

中澤敬信

三浦健一郎、松本純弥、長谷川尚美、藤本美智子、山森英長、安田由華、橋本亮太

松本純弥、三浦健一郎、坂元竜馬、福永雅喜、越山太輔、根本清貴、岡田直大、森田健太郎、大井一高、長谷川尚美、藤本美智子、山森英
長、安田由華、笠井清登、渡邉嘉之、橋本亮太

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

統合失調症薬物治療ガイドラインの作成・普及・教育・検証活動：日本神経精神薬理学会から世界を変える！

疾患iPS細胞を用いた精神疾患の分子病態研究

眼球運動特徴による自己組織化マップを用いた統合失調症の層別化

統合失調症のbiotypeである認知機能障害と大脳白質統合性の関連

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会

第43回日本神経科学大会、（招待講演）

 ３．学会等名

井手本啓太、石間環、新津富央、畑達記、小田靖典、木村敦史、亀野陽亮、蓬莱政、山森英長、戸田重誠、菱本明豊、橋本亮太、中込和
幸、伊豫雅臣、橋本謙二

橋本亮太

松本純弥、三浦健一郎、福永雅喜、越山太輔、根本清貴、大井一高、岡田直大、長谷川尚美、山森英長、安田由華、藤本美智子、鬼塚俊
明、高橋努、尾崎紀夫、渡邉嘉之、橋本亮太

柏木宏子、三浦健一郎、松本純弥、坂元竜馬、竹田康二、山田悠至、藤本美智子、安田由華、山森英長、池田学、平林直次、橋本亮太

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

気分障害のバイオマーカーとしての血清中血小板由来増殖因子（PDGF-BB) に関する多施設共同研究

精神疾患の病態解明研究のトレンドウォッチ：ビッグデータと仮説検証研究

統合失調症患者と健常被験者における拡散テンソル画像を用いた大脳白質微細構造と認知機能、認知機能障害、労働時間との関連

暴力の既往のある統合失調症罹患者の、認知機能、精神病理、心理社会的背景の特徴

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
AsCNP （6th Congress of Asian College of Neuropsychopharmacology)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第43回日本神経科学大会

三浦健一郎、吉田正俊、藤本美智子、山森英長、安田由華、長谷川尚美、松本純弥、橋本亮太、竹村文

橋本亮太

Hashimoto R,

Fujimoto M, Taomoto D, Katakami S, Omi T, Hashimoto R, Yamamori H, Yasuda Y, Makino T, Yoshikawa H, Iwase M, Ikeda M.

NCNP EDICS/精神科共催セミナー

AsCNP （6th Congress of Asian College of Neuropsychopharmacology)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

フリービューイング時のマカクサルの視覚探索行動：ヒトとの比較

精神疾患の克服とその障害の支援

International neuroimaging big data collaborations:ENIGMA and COCORO

Clozapine-induced seizure complicated with vertebral fracture, leg paralysis and pulmonary embolism in a patient with
treatment-resistant schizophrenia.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

SIRS(Schizophrenia International Research Society)（国際学会）

第18回IGC第14回COCORO合同会議

第18回IGC第14回COCORO合同会議

Sumiyoshi C, Ohi K, Fujino H, Yamamori H, Kudo N, Azechi H, Fujimoto M, Yasuda Y, Sumiyoshi T, Hashimoto R.

橋本亮太

橋本亮太

橋本亮太

大精神・大阪弁護士会合同勉強会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Association between Work Status and Subjective Aspects of Recovery in Patients with Schizophrenia: A longitudinal study.

精神疾患のバイオタイプによる診断・治療法の開発

多施設共同研究体制の構築

統合失調症の治療法の最近の動向とクロザピン治療

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第19回精神疾患と認知機能研究会

第19回精神疾患と認知機能研究会

第49回日本神経精神薬理学会年会

 ３．学会等名

住吉チカ、松井三枝、倉知正佳、橋本亮太、吉村直記、住吉太幹

松本純弥、福永雅喜、根本清貴、越山太輔、三浦健一郎、宇野洋太、岡田直大、森田健太郎、山森英長、安田由華、藤本美智子、工藤紀
子、畦地裕統、笠井清登、渡邉嘉之、橋本亮太、

橋本亮太

藤本美智子、山森英長、三浦健一郎、安田由華、工藤紀子、畦地裕統、住吉チカ、藤野陽生、住吉太幹、池田学、橋本亮太

第39回静岡県東部精神科医会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

カテゴリ流暢性課題を利用した統合失調症患者の高次認知機能の評価：最近の研究動向

大脳白質の成熟性と社会機能の指標である労働時間との関連

統合失調症の認知社会機能の測定法とその臨床応用

Clozapine投与中の治療抵抗性統合失調症患者における簡易認知機能検査の実践

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第39回日本精神科診断学会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第49回日本神経精神薬理学会・第29回日本臨床精神神経薬理学会

橋本亮太、宇野洋太、松本純弥、住吉チカ、森田健太郎、越山太輔、岡田直大、藤野陽生、大井一高、藤本美智子、安田由華、山森英長、
住吉太幹、根本清貴、福永雅喜、三浦健一郎

森田健太郎、三浦健一郎、藤本美智子、宍戸恵美子、高橋潤一、山森英長、安田由華、工藤紀子、畦地裕統、平野羊嗣、越山太輔、岡田直
大、鬼塚俊明、尾崎紀夫、笠井清登、池田学、橋本亮太

Shixing B, Watanabe Y, Tomiyama N, Takahashi H, Hashimoto R, Hata J.

橋本亮太

第49回日本神経精神薬理学会・第29回日本臨床精神神経薬理学会

第47回日本磁気共鳴医学会大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

精神疾患のバイオタイプ概説

眼球運動による精神疾患のバイオタイプ分類は可能か

The comparison of q-space myelin map, fractional anisotropy and apparent diffusion coefficient values between normal young
and old ages.

精神科診断が乗り越えるべきもの：未来への展望

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第39回日本精神科診断学会

第3回ヒト脳イメージング研究会

第3回ヒト脳イメージング研究会

藤本美智子、三浦健一郎、森田健太郎、工藤紀子、畦地裕統、山森英長、安田由華、池田学、橋本亮太

森田健太郎、三浦健一郎、藤本美智子、山森英長、安田由華、工藤紀子、畦地裕統、岡田直大、越山大輔、椎野智子、福永雅喜、渡邉嘉
之、笠井清登、池田学、橋本亮太

松本純弥、福永雅喜、根本清貴、越山大輔、三浦健一郎、岡田直大、森田健太郎、山森英長、宇野洋太、安田由華、藤本美智子、工藤紀
子、畦地裕統、渡邉嘉之、笠井清登、橋本亮太

Takamura T, Nakamura T, Yoshinaga K, Ogata Y, Ozaki N, Kasai K, Hashimoto R, Hanakawa T.

第3回ヒト脳イメージング研究会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

統合失調症における眼球運動特性の診断補助的指標としての再現性

統合失調症でみられる眼球運動特徴の神経基盤の検討

DTIによる大脳白質の髄鞘化/成熟性の評価と社会機能の指標としての労働時間との関連

Multi-site Harmonization of Resting-state functional connectivity MRI data improves classification of major depressive
disorder

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第6回NCNPメディア塾（招待講演）

第42回日本神経科学大会・第62回日本神経化学会大会（Neuro2019)

第42回日本神経科学大会・第62回日本神経化学会大会（Neuro2019)

 ３．学会等名

Shiino T, Miura K, Fujimoto M, Kudo N, Yamamori H, Yasuda Y, Ikeda M, Hashimoto R

Yamamoto K, Kuriu T, Nakazawa T, Matsumura K, Nayasu K, Baba M, Yamamori H, Yasuda Y, Fujimoto M, Tsurusaki Y, Matsumoto N,
Takuma K, Hashimoto R, Hashimoto H.

橋本亮太

橋本亮太

第45回日本整形外科スポーツ医学会学術集会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Comparison of eye movement in Autism Spectrum Disorder and Schizophrenia.

Pathological analysis of neurons from iPS cells derived from patients with schizophrenia in a multiple family.

体の痛みを考える～精神科の立場から～

精神疾患病態研究におけるDSMとRDoCの功罪

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第41回日本生物学的精神医学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第16回日本うつ病学会総会

井出本啓太、新津富央、畑発達記、小田靖典、木村敦史、橋本佐、亀野陽亮、蓬莱政、山森英長、戸田重誠、菱本明豊、橋本亮太、中込和
幸、橋本謙二、伊豫雅臣

高橋潤一、三浦健一郎、森田健太郎、藤本美智子、山森英長、安田由華、工藤紀子、宍戸恵美子、岡崎康輔、椎野智子、笠井清登、平野羊
嗣、橋本亮太、鬼塚俊明

宇野洋太、(28名中略）橋本亮太

高橋潤一、三浦健一郎、森田健太郎、藤本美智子、山森英長、安田由華、工藤紀子、宍戸恵美子、岡崎康輔、椎野智子、笠井清登、平野羊
嗣、橋本亮太、鬼塚俊明

第16回日本うつ病学会総会

第16回日本うつ病学会総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

気分障害のバイオマーカーとしての血清中グリア細胞株由来神経栄養因子（GDNF)に関する多施設共同研究

大うつ病性障害における眼球運動

精神疾患における認知機能障害と社会時間活動との関連

大うつ病性障害における眼球運動異常

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第41回日本生物学的精神医学会

第41回日本生物学的精神医学会

第41回日本生物学的精神医学会

森田健太郎、三浦健一郎、藤本美智子、山森英長、安田由華、工藤紀子、畦地裕統、岡田直大、越山太輔、池田学、笠井清登、橋本亮太

椎野智子、三浦健一郎、藤本美智子、工藤紀子、山森英長、安田由華、池田学、橋本亮太

宇野洋太、(28名中略）橋本亮太

藤本美智子、三浦健一郎、森田健太郎、工藤紀子、畦地裕統、山森英長、安田由華、池田学、橋本亮太

第41回日本生物学的精神医学会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

統合失調症における眼球運動・認知機能・社会機能の縦断的関係性の検討、

自閉スペクトラム症と統合失調症の眼球運動特性の検討

精神疾患における認知機能障害と社会活動時間との関連

統合失調症におけるバイオマーカーとしての眼球運動スコアの臨床的意義、

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第115回日本精神神経学会学術総会

第17回IGC第13回COCORO合同会議、

第17回IGC第13回COCORO合同会議、

 ３．学会等名

橋本亮太

橋本亮太

藤本美智子、山森英長、安田由華、加藤恒、金倉譲、岩瀬真生、池田学、橋本亮太

島崎愛夕、齋藤竹生、大河内智、谷口賢、二宮光平、橋本亮太、池田匡志、岩田仲生、CPC-J

第115回日本精神神経学会学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

精神疾患のバイオタイプによる診断・治療法の開発

多施設共同研究体制の構築

Clozapine により好酸球増加症が生じたが継続投与が可能であった治療抵抗性統合失調症の一例

生来の白血球数・顆粒球数とクロザピン誘発性顆粒球減少症：Mendelian Randomization解析

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第四回認知機能をチーム医療で考える会、（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第14回日本統合失調症学会

森田健太郎、三浦健一郎、藤本美智子、宍戸恵美子、椎野智子、高橋潤一、山森英長、工藤紀子、畦地裕統、平野羊嗣、越山大輔、岡田直
大、鬼塚俊明、尾崎紀夫、笠井清登、池田学、橋本亮太

橋本亮太、椎野智子、

橋本亮太

橋本亮太

平成30年度精神保健研究所研究報告会、

平成30年度京都大学霊長類研究所共同利用研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

統合失調症の眼球運動研究

精神疾患の病態解明とその障害への支援に関する研究、

統合失調症の眼球運動研究、

精神疾患の克服と障害支援への挑戦、

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

むさしの会：1月の例会・学習会（招待講演）

新宿区精神障害者家族会新宿フレンズ昼の家族会（招待講演）

第16回IGC第12回COCORO合同会議

橋本亮太

橋本亮太

橋本亮太

橋本亮太

第16回IGC第12回COCORO合同会議

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

精神疾患の克服とその障害支援への挑戦

統合失調症ー薬物治療の基本を学ぶ、

精神疾患のバイオタイプによる診断・治療法の開発

多施設共同研究体制の構築

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第22回日本精神保健・予防学会

第31回総合病院精神医学会総会

横浜YPSピアスタッフの集い

 ３．学会等名

橋本亮太、市橋加代

橋本亮太

橋本亮太

椎野智子、住吉チカ、藤野陽生、山森英長、藤本美智子、安田由華、大井一高、住吉太幹、橋本亮太、

H30年度AMED「疾病克服に向けたゲノム医療実現プロジェクト」研究交流会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

リエゾン精神科医のためのガイドライン活用術

精神疾患の克服とその障害支援への挑戦

統合失調症の眼球運動障害のゲノム解析

統合失調症における認知機能障害評価法の臨床応用

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
精神疾患と認知機能研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第28回日本臨床精神神経薬理学会・第48回日本神経精神薬理学会合同年会（招待講演）

橋本亮太

中澤敬信、橋本亮太、田熊一敞、橋本均、

藤本美智子、三浦健一郎、森田健太郎、工藤紀子、畦地裕統、山森英長、安田由華、池田学、橋本亮太、

住吉 チカ、藤野陽生、山森英長、工藤紀子、畦地裕統、藤本美智子、安田由華、大井一高、住吉太幹、橋本亮太、

第28回日本臨床精神神経薬理学会・第48回日本神経精神薬理学会合同年会

第28回日本臨床精神神経薬理学会・第48回日本神経精神薬理学会合同年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

統合失調症薬物治療ガイド作成の趣旨

iPS細胞関連技術とヒト型疾患モデルマウスを用いた精神疾患の分子病態解析、

統合失調症患者のクロザピン治療による中間表現型の変化

統合失調症患者の労働状態：推定精度に関わる要因

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本デイケア学会第23回年次大会

第7回日本精神科医学会（招待講演）

埼玉県精神障害者家族会連合会 精神障害者家族間の支援者（ピアサポート）養成研修会

佐田あゆ美、福留隆志、釘抜利明、橋本亮太、

橋本亮太

橋本亮太

橋本亮太

日本線維筋痛症学会第10回学術集会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

簡易認知機能検査をアセスメントに用いた支援の実践

精神科医療における標準治療と臨床経験との関係、

統合失調症薬物治療を正しく理解し正確に伝えるために、

慢性疼痛と精神疾患：「やるべきこと」と「やってはならないこと」

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第40日本生物学的精神医学会・第6１会日本神経化学会大会合同年会

第40日本生物学的精神医学会・第6１会日本神経化学会大会合同年会

第40日本生物学的精神医学会・第6１会日本神経化学会大会合同年会

 ３．学会等名

越山太輔、福永雅喜、岡田直大、山下典生、山森英長、安田由華、藤本美智子、大井一高、藤野陽生、渡邉嘉之、笠井清登、橋本亮太、

Takahashi J, Miura K, Morita K, Fujimoto M, Yamamori H, Yuka Y, Kudo N, Shishido E, Okazaki K, Kasai K, Hirano Y, Hashimoto
R, Onitsuka T.

橋本亮太

橋本亮太

第2回日本精神薬学会総会・学術総会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

統合失調症の皮質下体積と認知・社会機能の相関解析

Eye Movement Abnormalities in Major Depressive Disorder.

統合失調症薬物治療ガイドラインとは-ガイドラインの概念と使い方-

共同研究の上手な進め方‐多施設共同研究ってどうやるの？

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第5回NCNPメディア塾

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第40日本生物学的精神医学会・第6１会日本神経化学会大会合同年会

Morita K, Miura K, Fujimoto M, Shishido E, Shiino T, Takahashi J, Yamamori H, Yasuda Y, Kudo N, Hirano Y, Koshiyama D, Okada
N, Ikeda M, Onitsuka T, Ozaki N, Kasai K, Hashimoto R.

住吉チカ、藤野陽生、住吉太幹、山森英長、工藤紀子、畦地裕統、藤本美智子、安田由華、橋本亮太、

岡田研一、三浦健一郎、藤本美智子、森田健太郎、山森英長、安田由華、稲垣未来男、篠崎隆志、藤田一郎、橋本亮太、

橋本亮太、中込和幸

第40日本生物学的精神医学会・第6１会日本神経化学会大会合同年会

視覚科学フォーラム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Abnormalities of eye movement are associated with work hours in schizophrenia.

統合失調症における労働状態の予測因子：確率予測による検討

過去の注視位置が統合失調症患者の視覚探索に与える影響

統合失調症は治るのか～リカバリー概念から

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

平成30年度第一回薬物療法専門薬剤師集中講義

第15回日本うつ病学会総会

第41回日本神経科学大会

橋本亮太

橋本直樹、成田尚、岡田直大、福永雅喜、橋本亮太、久住一郎、

Morita K, Miura K, Fujimoto M, Yamamori H, Yasuda Y, Kudo N, Azehi H, Okada N, Koshiyama D, Kawakami S, Morita S, Ikeda M,
Kasai K, Hashimoto R.

橋本亮太

第114回日本精神神経学会学術総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

統合失調症・うつについて、
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